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流通BMS®最新動向と今後の普及に向けて

～流通ＢＭＳ®Ver1.3公開～

2009年１１月６日

ユニー株式会社
システム物流部

角田 吉隆

スーパー業界の取り組み
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会社概要

◆ 社 名 ユニー株式会社

◆ 本 社 愛知県稲沢市天池五反田町１番地

◆ 設 立 1950年3月13日

◆ 事業内容 衣・食・住・余暇にわたる総合小売業のチェーンストア

◆ 資本金 101億2,925万円 （2009年2月現在）

◆ 代表者 代表取締役社長 前村 哲路

◆ 従業員 34,746名 （2009年5月現在）

◆ 店舗数 １都1９県下に235店舗 （2009年4月現在）
モール(7)、アピタ(90)、ピアゴ(129店舗)、ホームセンター(9)

◆ 売上高 7,682億円 （単体） （2009年2月実績）

1兆1,902億円（連結） （2009年2月実績）

◆ 主要ｸﾞﾙｰﾌﾟ企業 ｻｰｸﾙKｻﾝｸｽ、さが美、ﾊﾟﾚﾓ、鈴丹、ﾕﾆｰ香港、UCS
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店舗ブランド

新生活創造小売業新生活創造小売業

日常生活向上店 日常生活便利店

APICE(先端の）TASCA(ﾎﾟｹｯﾄ） PIACEVOLE(楽しい）LUOGO(場所）
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ユニーの取り組み

調達・生産改革／ローコスト運営／安全管理調達・生産改革／ローコスト運営／安全管理

情報技術（ＩＴ）の活用ＳＣＭ改革

ITは、戦略を実現する為のインフラITは、戦略を実現する為のインフラ

競争激化 ⇒ 生き残りをかけた闘い ⇒ コスト構造改革

生活防衛 買い控え 原価上昇価格競争 食の安全・安心雇用不安
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ユニーＭＤ改革へのIT活用

調達
改革

物流
改革

運営
改革

B2B
改革

①商品開発による原価低減
②協業ＭＤによる原価低減
③単品管理による値下削減

①ｾﾝﾀ化によるｺｽﾄ削減
②店舗の作業人時削減
③開発商品供給のｲﾝﾌﾗ

①値下ﾛｽ・ﾁｬﾝｽﾛｽ削減
②人時生産性の向上
③店舗タイプ別ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

①ﾒｰｶｰ/取引先との協業化
②IT活用によるｺｽﾄ削減
③新しい商流ﾁｬﾈﾙの開発

電子
商取引

市場間連携
共同集荷
ＥＤＩ連携

協業化
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

商品ﾏｽﾀ（GDS）
情報共有

自主
物流

在庫型ｾﾝﾀｰ
店舗作業低減

人時
生産性

発注の精度向上
機会損失の削減
食の安全・安心

個人情報
保護法

ＳＳＣ・ＳＭ
ﾛｰｺｽﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

国際標準化検討
ＥＤＩ・ＲＦＩＤ

ﾒｰｶｰ直取引の
進行

ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ法
表示法改訂

PB商品開発

市場法改訂

CPFR
製販共同需要計画

ITを活用 → 調達ｺｽﾄ削減／ﾛｰｺｽﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝを志向／「食の安全・安心」

SCM改革 運営改革調達改革B2B改革

ＭＤ改革

ＩＴ分野：業界標準の活用

シナジー効果

協 業 化

個 店 品 揃
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ユニー、イズミヤ、フジのスーパー３社は24日、共同開発したプライベートブランド（ＰＢ＝自主企画）
商品100品目をそれぞれの店舗で８月21日から順次、発売すると発表した。

主なメーカー品と比べ３～５割安い価格で販売し、最初の1年で合計100億円の売り上げを目指す。

ブランド名は「Ｓｔｙｌｅ ＯＮＥ（スタイルワン）」とし、まず食料品90品目、住関連10品目を投入する。
今後、各社の独自ブランドの一部をスタイルワンに転換するなどして、２～３年後をメドに取扱品目
数は400品目、合計売上高を年380億円に引き上げる計画という。

ユニー、イズミヤ、フジ 共同PB発売へ

＜左からユニーの前村社長、イズミヤの坂田社長、フジの尾崎社長＞

＜ロゴマークのリボンは大切な客に
届けたい商品を表現している＞
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協業化の取り組みでは

店舗物流ｾﾝﾀｰ お客様ﾒｰｶｰ 卸

DCM（ﾃﾞｨﾏﾝﾄﾞﾁｪｰﾝ)

共通基盤

GDS
CPFR
流通BMS

SCM(ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ)

両者の視点の違いで
需要予測の差異発生

・ブランド戦略
・在庫ｺﾝﾄﾛｰﾙ
・効率のよい製造
・効率よい補充

メーカー
（生産志向）

より有効で、精度の高い
需要予測策定、補充実施

小売業

（顧客志向）

・販促の消費者反応
・競合店の動向
・店舗在庫の確保
・商品ｶﾃｺﾞﾘｰ変更

生産者の情報を
お客様に

お客様の情報を
生産者に

情報交換が
要の機能



流通流通BMSBMS®®普及説明会普及説明会（名古屋）（名古屋）_2009/11/6_2009/11/6 CopyrightCopyright©©Uny.Co,LtdUny.Co,Ltd. All Rights Reserved. All Rights Reserved8

１．流通ＢＭＳ１．流通ＢＭＳ®®策定策定のの取り組み取り組み
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小売業界の情報交換の歴史
店 舗卸

１９８０年台初頭に、日本チェーンストア協会（ＪＣＡ）が、
統一納品伝票をオンライン（データ交換）の標準化を策定

四半世紀以上経過
①遅く、高価な通信回線、②フォーマットは各社ﾊﾞﾗﾊﾞﾗ、
③通信機器製造中止、④半角文字送信（漢字・画像×）
⑤大多数の企業が導入済み

機能の限界

新しい情報交換が必要
①食の安全・安心（トレーサビリティ）
②アレルゲン情報、生産者情報交換
③画像・漢字データの交換、④物流改革

消費者への提供

店 舗 お客様メーカー 卸

インターネットを活用したデータ交換の標準化を検討
（ﾁｪｰﾝｽﾄｱ協会・ｽｰﾊﾟｰﾏ-ｹｯﾄ協会）

物流センター
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流通ＢＭＳ®策定の合意事項

検討の叩き台

EDIﾒｯｾｰｼﾞ・標準化作業ｼｰﾄ
（検討の叩き台、作業内容の記録等）

EDIﾒｯｾｰｼﾞ・標準化作業ｼｰﾄ
（検討の叩き台、作業内容の記録等）

小売企業10数社のEDI項目

（現行EDIのデータ）

小売企業10数社のEDI項目

（現行EDIのデータ）

現行業務を担保すること
各社のｼｽﾃﾑを主張しないこと

現行業務を担保すること
各社のｼｽﾃﾑを主張しないこと

標準化作業の前提(合意)

メーカー様・卸様
等の意見・要望

メーカー様・卸様
等の意見・要望

複数小売＋卸による実証複数小売＋卸による実証

次世代EDI標準ﾒｯｾｰｼﾞ案次世代EDI標準ﾒｯｾｰｼﾞ案

情報交換は,もはや競争領域ではない

小売の実務担当者が集まり、標準化の作業を進めた

競争⇒共創（協創）
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流通ＢＭＳ®策定の基本方針
①個別仕様の発生を抑える ⇒ すべての企業間取引で共通のＥＤＩメッセージを使う

「メッセージ種別」、「メッセージ構造」、「データ項目」と「データ項目の意味」・「データ属性」を標準化する。

②現行業務の担保を図る ⇒ 現行システムの担保ではない
各社の現行業務をできるだけ担保し、移行の負担を軽減する。

③将来の技術・業務に対応できる準備を盛り込む
商品マスター情報の同期化（ＧＤＳ）／共通企業識別コード（ＧＬＮ）／共通商品識別コード（ＧＴＩＮ)

④インターネットを使用した通信を前提とする
XML、セキュリティ

⑤伝票レスを促進する
取引証憑の要件を満たすEDIメッセージとすることで、ペーパー仕入伝票を不要とする。

ＥＤＩメッセージ

通信インフラ
通信手順 （例 ： ebXML/MS、ＡＳ2等通信プロトコル）

データ表現形式 （例 ： XML）

コード （GTIN、GLN）

データ項目

取引業務プロセス （メッセージ種）

通信基盤 （インターネット TCP/IP）

共通基盤
（デファクトスタンダードの中から選択）

共通インフラにするには
『データ項目』

＋
『業務プロセス』
の標準化が鍵
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流通ＢＭＳ®検討経緯

【2005年度】 日本ﾁｪｰﾝｽﾄｱ協会 ＋ 日本ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ協会
両協会の合同情報システム委員会にて標準化ＥＤＩ策定を合意

【2006年度】 流通ＢＭＳ®の実装 （ドライ・グロッサリー）

●前年、次世代標準ＥＤＩで検討した取引業務プロセスと、データ項目を使用しグロサリ商材を対象に本番を前提とした共同実証

●昨年度検討した取引業務プロセスとデータ項目をベースに生鮮商材の標準化を検討

小売４社＋卸９社

⇒ 流通ＢＭＳ®Ver1.0公開

【2007年度】 流通ＢＭＳ®の適用商材拡大(アパレル、生鮮)

●メッセージの精度向上検討、及び卸－メーカー間ビジネスプロセスの検討（預り在庫型センタ）

●アパレルと生鮮食品を対象に、本番を前提とした共同実証を実施

小売７社＋卸数１０社

⇒ ｱﾊﾟﾚﾙ反映：流通ＢＭＳ®Ver1.1公開
生鮮ﾒｯｾｰｼﾞVer1.0公開

【2008年度】 流通ＢＭＳ®の精度向上、ﾒｯｾｰｼﾞ種の拡大

●共同実証、他業界での流通ＢＭＳ活用を通した精度向上検討

●ＪＣＡ手順からの確実な移行を踏まえたメッセージ種の拡大検討

⇒ 中小規模企業への導入を容易にするための検討 （流通ＢＭＳ®版ＷＥＢ）

ﾁｪｰﾝﾄﾞﾗｯｸ＋ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ

⇒ 物流項目反映
流通ＢＭＳ®Ver1.2公開

【2009年度】 生鮮ﾒｯｾｰｼﾞ統合、ﾒｯｾｰｼﾞ種拡大、精度向上

●ＪＣＡ手順からの完全移行を可能にする環境整備

ｽｰﾊﾟｰ業界ＷＧ

⇒ 基本版（Ver1.2）＋生鮮版（Ver1.0)

流通ＢＭＳ®Ver1.3公開
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2008年度の検討方針

①JCA手順ﾒｯｾｰｼﾞから
全面的に移行を
可能にする環境作り

（標準ﾒｯｾｰｼﾞの完成）

②流通ＢＭＳ®の普及拡大
（中小規模企業への導入）

20082008年度の検討方針年度の検討方針

①JCA手順ﾒｯｾｰｼﾞから
全面的に移行を
可能にする環境作り

（標準ﾒｯｾｰｼﾞの完成）

②流通ＢＭＳ®の普及拡大
（中小規模企業への導入）

ｽｰﾊﾟｰ業界 2008年度の検討方針

主力業務（受発注～請求・支払） ⇒ 情報共有系メッセージ、物流関連メッセージの標準化へ

標準化対象メッセージ以外 ⇒ 個社仕様のメッセージの流通ＢＭＳ®でのやり取り

2007年度成果物

運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
（2007年度版）

基本編

運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
（2007年度版）

生鮮編
(暫定版)

流通ＢＭＳ®
(9ﾒｯｾｰｼﾞ)

実運用へ実運用へ



流通流通BMSBMS®®普及説明会普及説明会（名古屋）（名古屋）_2009/11/6_2009/11/6 CopyrightCopyright©©Uny.Co,LtdUny.Co,Ltd. All Rights Reserved. All Rights Reserved14

イオンリテール㈱
イズミヤ㈱
㈱イトーヨーカ堂
㈱近商ストア
サミット㈱
㈱ｼｼﾞｼｰｼﾞｬﾊﾟﾝ
㈱西友
全日本食品㈱
㈱ダイエー
㈱東急ストア
㈱平和堂
㈱マルイ
㈱ヤオコー

ユニー㈱
㈱ﾗｲﾌｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ

イオンリテール㈱
イズミヤ㈱
㈱イトーヨーカ堂
㈱近商ストア
サミット㈱
㈱ｼｼﾞｼｰｼﾞｬﾊﾟﾝ
㈱西友
全日本食品㈱
㈱ダイエー
㈱東急ストア
㈱平和堂
㈱マルイ
㈱ヤオコー

ユニー㈱
㈱ﾗｲﾌｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ

小売業界小売業界 ｸﾞﾛｻﾘ卸業界ｸﾞﾛｻﾘ卸業界 生鮮業界生鮮業界 ｱﾊﾟﾚﾙ業界ｱﾊﾟﾚﾙ業界

㈱あらた
伊藤忠食品㈱
花王ｶｽﾀﾏｰﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ㈱
国分㈱
㈱トーカン
㈱パルタックKS
㈱山星屋
㈱菱食

㈱あらた
伊藤忠食品㈱
花王ｶｽﾀﾏｰﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ㈱
国分㈱
㈱トーカン
㈱パルタックKS
㈱山星屋
㈱菱食

JA全農ﾐｰﾄﾌｰｽﾞ㈱

伊藤ハム㈱
日本ハム
ﾋﾞｼﾞﾈｽｴｷｽﾊﾟｰﾄ㈱
㈱ジーコス
ﾌﾟﾘﾏｼｽﾃﾑ開発㈱
日本食肉流通センター
全国中央市場
青果卸売協会
（有）三秀
東京青果㈱
東京豊島青果㈱
㈱船昌
東京都水産物卸売業者協会
綜合食品㈱
大都魚類㈱
中央魚類㈱
築地魚市場㈱
第一水産㈱
東都水産㈱ ほか

JA全農ﾐｰﾄﾌｰｽﾞ㈱

伊藤ハム㈱
日本ハム
ﾋﾞｼﾞﾈｽｴｷｽﾊﾟｰﾄ㈱
㈱ジーコス
ﾌﾟﾘﾏｼｽﾃﾑ開発㈱
日本食肉流通センター
全国中央市場
青果卸売協会
（有）三秀
東京青果㈱
東京豊島青果㈱
㈱船昌
東京都水産物卸売業者協会
綜合食品㈱
大都魚類㈱
中央魚類㈱
築地魚市場㈱
第一水産㈱
東都水産㈱ ほか

ﾄﾘﾝﾌﾟｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱
㈱レナウン
㈱ワコール
アツギ㈱
クロスプラス㈱
グンゼ（株）
ﾘｰﾊﾞｲｽﾄﾗｳｽｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱
㈱ルシアン

ほか

ﾄﾘﾝﾌﾟｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱
㈱レナウン
㈱ワコール
アツギ㈱
クロスプラス㈱
グンゼ（株）
ﾘｰﾊﾞｲｽﾄﾗｳｽｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱
㈱ルシアン

ほか

小売、ｸﾞﾛｻﾘ卸、生鮮、ｱﾊﾟﾚﾙ業界より７４社・団体が参加小売、ｸﾞﾛｻﾘ卸、生鮮、ｱﾊﾟﾚﾙ業界より７４社・団体が参加

2008年度 ｽｰﾊﾟｰ業界商材拡大WG

共同実証2006年度

共同実証2007年度

共同実証2007年度

共同実証2008年度
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２．流通ＢＭＳ®５年間に渡る検討内容
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卸・メーカー

商品ﾏｽﾀ登録

値札作成

支払

小 売

商品ﾏｽﾀ登録

返品
卸・メーカーへ

小売へ
卸・メーカーから

小売から

値札作成依頼

販売情報共有 販売情報共有

消込

受領訂正メッセージ

POS情報

発注予定メッセージ

商品マスタ

値札メッセージ

集計表作成データ（発注用）

納品提案メッセージ

発注メッセージ

集計表作成データ
（出荷梱包紐付有）

出荷梱包メッセージ（紐付有・無）

請求メッセージ

支払メッセージ

検品

消込

買掛 売掛

請求

出荷

返品 返品メッセージ 返品受領

発注 受注

集計表作成データ（受領用）

受領メッセージ

集計表作成データ（出荷用）

出荷メッセージ

基本形主要メッセージ

受領訂正メッセージ

POS情報

発注予定メッセージ

商品マスタ

値札メッセージ

集計表作成データ（発注用）

納品提案メッセージ

発注メッセージ

集計表作成データ
（出荷梱包紐付有）

出荷梱包メッセージ（紐付有・無）

請求メッセージ

支払メッセージ

返品メッセージ

集計表作成データ（受領用）

受領メッセージ

集計表作成データ（出荷用）
出荷メッセージ

経済産業省
流通ｼｽﾃﾑ標準化事業より
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基本形ﾒｯｾｰｼﾞに生鮮項目を追加

【【概要概要】】

基本形メッセージに生鮮メッセージ（暫定版）で使用している項目（生鮮項目）を追加する。
生鮮メッセージ（暫定版）への機能追加は行わない。

【【目的目的】】

生鮮項目を追加する目的は、流通ＢＭＳ®の普及である。
基本形メッセージと生鮮メッセージ（暫定版）の２つのメッセージが存在していることで、以下のよう
な要望・課題が発生しており、一本化することで、さらなる流通BMSの普及が期待できる。

≪小売≫≪小売≫

グロサリ、アパレル、生鮮商材を取扱っている為、１つのメッセージで全ての商材に対応できる
ことを要望している。

≪卸≫≪卸≫

商材の取扱いが統一できないために２つのメッセージに対応する必要があり、システム上の負荷

が生じている。

基本形メッセージに生鮮項目を追加し、１つのメッセージで全ての
商材に対応できることで、流通ＢＭＳ®の普及が更に促進されます。

Ver 1.3 にて対応

経済産業省
流通ｼｽﾃﾑ標準化事業より
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①不定貫取引項目

項目名称 項目の意味

不定貫区分 定貫・不定貫を表す

単価登録単位 不定貫の場合の取引単位 （ｅｘ．１Ｋｇあたり／１００ｇあたり）

発注重量・出荷重量・受領重量・返品重量 不定貫の場合の取引重量

重量合計 不定貫の場合の取引重量合計

項目名称 項目の意味

元取引番号・元取引明細番号 取引番号が追加/変更になった場合の元の取引番号

出荷者管理番号・出荷者管理明細番号 発注に対し、出荷者側で管理する番号

取引番号有無区分 取引のタイプ、取引番号の発番基準を表す

商品コード（出荷元） ソースマーキングされた生産者コード

仮伝フラグ 仮の単価を表す、正式には後日確認を取ってから

②生鮮取引の特徴（出荷時に商品、原価ｅｔｃが決まるまたは変わる）のための項目

生鮮項目追加項目一覧①
不定貫項目、商品属性等、３５項目を追加

経済産業省
流通ｼｽﾃﾑ標準化事業より
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項目名称 項目の意味

都道府県コード・国コード・産地名

原産地を指定して発注する場合の産地や水域を表す

（ｅｘ．鹿児島産、東シナ海、焼津港ｅｔｃ）
水域コード・水域名

原産エリア

等級 商品のグレードを表す （ｅｘ．Ａ、Ｂ ｅｔｃ）

階級 商品のサイズを表す （ｅｘ．２Ｌ、Ｌ ｅｔｃ）

銘柄 産地銘柄

商品ＰＲ 商品特性 （ｅｘ．朝取り、土付き ｅｔｃ）

取引単位重量 卸売市場等で取引される単位重量（ｅｘ．5Kg、10Kg etc）

バイオ区分 商品栽培時のバイオ技術適用/非適用(遺伝子組換え)

入数 出荷単位の荷姿入数

商品重量 発注数量（バラ）１個当たりの容量を表す。内容量。

品種コード 食肉用の品種 （黒毛和種 ｅｔｃ）

養殖区分 養殖・天然

解凍区分 解凍・解凍以外

商品状態区分 活・チルド・冷凍・常温・冷蔵

形状・部位 セット・・ロース・・大トロ・・・ｅｔｃ

用途 生食用・加熱用．．．etc

パック区分 食肉の加工センター等に発注する場合のデータ判別を行う区分。０１：パック。

③商品属性項目

生鮮項目追加項目一覧②
経済産業省

流通ｼｽﾃﾑ標準化事業より
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支払サイトの違い

仮伝、本伝
運用あり

取引先
（産地／仲卸業者／卸売業者）

生鮮カテゴリーで特殊な商・物流モデルを踏まえて整理した、2009年度は生鮮追加項目も基本形

に追加した形に統合するのでメッセージは集約された。

集計表作成データ（発注）

集計表作成データ（受領）

商品提案メッセージ

発注予定メッセージ

集計表作成データ（発注）

発注メッセージ

受領メッセージ

返品メッセージ

請求メッセージ

支払メッセージ

オプション

オプション

オプション

オプション

オプション

商品マスタ原価変更
商品改廃を含む

発注予定数量データ

取引情報が出荷時に

決る発注データを含む

小売へ

取引先から

消込

支払

事故調整

買掛

商談
週間値決め
商品ﾏｽﾀ登録

発注

分 荷

出 荷

返品

商談
週間値決め
商品ﾏｽﾀ登録

受領

事故調整

売掛

請求

消込

返品受領

分 荷

出 荷

小売業

出荷メッセージ

出荷時に取引番号や
原価が決る場合がある

現行手書伝票

生鮮分野における特殊与件
経済産業省

流通ｼｽﾃﾑ標準化事業より
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物流センタ対応の特殊与件
①預り在庫型センタ型

預り在庫型センターとは、卸・メーカーが、小売のセンターあるいは、小売が卸や物流業者（３ＰＬ）に運営委託して
いるセンターに予め商品を卸・メーカー在庫として、保管しておくビジネスモデルのことを指す。
したがって、本件の『預り在庫型センター納品プロセス』におけるメッセージの標準化は、『預り在庫型センター』と
『卸・メーカー』間における業務プロセスを対象としている。
本件で使用する標準メッセージは、①在庫補充勧告メッセージ、②入庫予定メッセージ、③入庫確定メッセージ、
④在庫報告メッセージの４つであり、これらのメッセージをセンター／卸・メーカー間の「入庫に関わるプロセス」、
「在庫報告に関わるプロセス」、「不良在庫の引取に関わるプロセス」の３つの業務プロセスに適用する。

預り在庫型センターとは、卸・メーカーが、小売のセンターあるいは、小売が卸や物流業者（３ＰＬ）に運営委託して
いるセンターに予め商品を卸・メーカー在庫として、保管しておくビジネスモデルのことを指す。
したがって、本件の『預り在庫型センター納品プロセス』におけるメッセージの標準化は、『預り在庫型センター』と
『卸・メーカー』間における業務プロセスを対象としている。
本件で使用する標準メッセージは、①在庫補充勧告メッセージ、②入庫予定メッセージ、③入庫確定メッセージ、
④在庫報告メッセージの４つであり、これらのメッセージをセンター／卸・メーカー間の「入庫に関わるプロセス」、
「在庫報告に関わるプロセス」、「不良在庫の引取に関わるプロセス」の３つの業務プロセスに適用する。

卸・メーカー預り在庫型センター

在庫補充勧告 補充量決定①在庫補充勧告

メッセージ項目メッセージ項目

入庫予定連絡入庫予定確認 ②入庫予定

検品 入庫確定卸・メーカーか ら ③入庫確定

入庫に関わる
プロセス

在庫計上 ④在庫報告 在庫確認

在庫報告に関わる
プロセス

不良在庫引取勧告
不良在庫の 引取に

関わるプロセス
不良在庫引取勧告

確認

引取予定指示②入庫予定引取予定確認

引取確定 ③入庫確定 引取確認卸・メーカーへ

④在庫報告（小売へ）

（参考程度）

④在庫報告

経済産業省
流通ｼｽﾃﾑ標準化事業より
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ラベルサイズ　　　　　　　　桁数

△
Ａ１サイズ

50mm×85mm

３６桁２８桁

横バーコード

△

△

○
Ｃ１サイズ

80mm×115mm

○

縦バーコード

Ｂ１サイズ

60mm×92mm

ラベルサイズ　　　　　　　　桁数

△
Ａ１サイズ

50mm×85mm

３６桁２８桁

横バーコード

△

△

○
Ｃ１サイズ

80mm×115mm

○

縦バーコード

Ｂ１サイズ

60mm×92mm

○：推奨　　　△：準推奨　

バーコード縦幅：２５ｍｍ

バーコード縦幅：１２ｍｍ

（１）物流ラベル（ＳＣＭラベル）
ラベルのレイアウトは、サイズ（Ａ１、Ｂ１、Ｃ１）
およびバーコードの向き（縦バーコード【28桁】、
横バーコード【36桁】）の違いから計５種類を
標準として規定

９２ｍｍ９２ｍｍ

(
98
)
12
3
41
2
34
1
23
4
56
1
23
4
51
2
34
5
67

発注者自由使用欄

ＨＨＨマート特売Ａ東京センタ12/31

御茶ノ水店 12345
加工食品Ａ

調味料ＡＡ

123456

123456

日立卸売株式会社ＡＡ 123456 荷番：12345

取引先自由使用欄

12

⑪

⑫

④① ②

⑤ ⑥

⑦

⑨

⑧

⑩

③

⑬ ⑯⑭ ⑮

⑰

６０ｍｍ

～Ｂ1ラベル．縦バーコード（２８桁）～

（２）付帯帳票

個口納品書は、Ａ４縦を標準。
欠品連絡書は、Ａ４横で納品形態（総量納品、
店別納品）の違いから２種類を標準。

123123,456ＨＨＨマート御茶ノ水店123451

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123452

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123453

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123454

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234518

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234517

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234516

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234515

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234514

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234513

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234512

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234511

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234510

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123459

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123458

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123457

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123456

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123455

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234526

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234525

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234524

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234523

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234522

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234521

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234520

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234519

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234530

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234529

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234528

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234527

ｶｺﾞﾃﾅ
等数

梱包数発注者名称店舗名称店舗コードNO

123123,456ＨＨＨマート御茶ノ水店123451

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123452

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123453

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123454

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234518

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234517

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234516

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234515

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234514

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234513

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234512

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234511

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234510

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123459

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123458

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123457

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123456

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123455

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234526

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234525

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234524

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234523

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234522

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234521

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234520

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234519

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234530

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234529

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234528

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234527

ｶｺﾞﾃﾅ
等数

梱包数発注者名称店舗名称店舗コードNO

受領印受領印

１/１

123123,456総合計 123123,456総合計

【 個口納品書センター納品 】

便 ：

センターコード ： 取引先コード：発注者名称 ：

ＡＳＮ紐付け ：

センター納品日 ： センター名称 取引先名称： ：

納品書No ：

ＨＨＨマート

YYYY年MM月DD日

1234567890

12345678

有

東京センタ

01

123456 12

日立卸売株式会社ＡＡ

発行日 ：

取引先担当者：

連絡先 ：

YYYY年MM月DD日

日立 太郎

03－XXXX－XXXX

発行日 ：

取引先担当者：

連絡先 ：

YYYY年MM月DD日

日立 太郎

03－XXXX－XXXX

ｶｺﾞﾃﾅ
等数

梱包数発注者名称店舗名称店舗コードNO

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234560

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234531

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234532

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234533

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234534

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234548

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234547

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234546

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234545

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234544

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234543

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234542

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234541

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234540

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234539

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234538

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234537

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234536

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234535

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234556

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234555

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234554

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234553

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234552

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234551

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234550

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234549

123123,456小計

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234559

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234558

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234557

ｶｺﾞﾃﾅ
等数

梱包数発注者名称店舗名称店舗コードNO

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234560

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234531

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234532

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234533

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234534

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234548

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234547

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234546

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234545

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234544

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234543

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234542

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234541

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234540

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234539

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234538

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234537

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234536

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234535

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234556

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234555

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234554

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234553

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234552

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234551

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234550

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234549

123123,456小計

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234559

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234558

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234557

12345 御茶ノ水店 ＨＨＨマート12345 御茶ノ水店 ＨＨＨマート

12346 ＡＡＡＡ店 ＨＨＨマート12346 ＡＡＡＡ店 ＨＨＨマート

12347 ＢＢＢＢ店 ＨＨＨマート12347 ＢＢＢＢ店 ＨＨＨマート

12348 ＣＣＣＣ店 ＨＨＨマート12348 ＣＣＣＣ店 ＨＨＨマート

1/1

店別納品【 】 欠品連絡書
発行日 ： YYYY年 MM月 DD日

取引先担当者 ： 日立 太郎取引先担当者 ： 日立 太郎

取引先連絡先 ： 03-XXXX-XXXX取引先連絡先 ： 03-XXXX-XXXX

行No. 商品コード 納品数量欠品数量発注数量商品名取引番号 欠品理由

便 ： 01

センターコード ： 12345678 取引先コード ： 123456　12

発注者名称 ： ＡＳＮ紐付け ： 有

センター納品日 ： YYYY 年 MM 月 DD 日

センター名称 取引先名称： 東京センタ ： 日立卸売株式会社ＡＡ

ＨＨＨマート

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

物流センター対応の特殊与件
②物流ラベル標準化

※ バーコード情報・ラベル印字項目他６項目を発注、出荷メッセージに追加（2008年度）し策定

●真の伝票レスモデルを実現する流通ビジネスメッセージ標準の確立
１）伝票レスを実装できていない企業が個別仕様を排除しながら容易に実装できる環境が必要
２）過去に整理した仕様を元に現状課題を整理し標準仕様を早期に仕様を確立する

●標準化案の早期確立
１）標準化を進めないと「流通ビジネスメッセージ標準」普及の足かせにもなりかねない
２）切替には時間が掛かる※メッセージは標準に移行できても小売個別ラベルは生き続ける

●業界全体での合理化
１）物流ラベルは主に小売側物流業務合理化のために貼付されている
２）小売側の意向集約を中心に進め、卸・物流業者の確認及びニーズを討議する必要がある
３）結果的に集約化された卸側も物流業務合理化に繋がる

●業界を横断した仕様集約化の模索
１）全業界の網羅性を高めた検討を進めると課題事項・対応内容を整理するのに時間が掛かる
２）流通BMSの普及に合わせて物流ラベル検討も進めた方がより具体的に進める事ができる

経済産業省
流通ｼｽﾃﾑ標準化事業より
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（２） Web型BMSの概要
・流通BMSにおけるWeb-EDIを『Web型BMS』として標準化した。
・「Web型BMS」は、Web-EDIの機能要件だけでなく、適用条件をも満たすものとし、
特に、通信手段として Web-EDIのみを提供することを規制した。

Web型
BMS Web-EDI

サービス提供条件
（適用条件）

Web-EDI基準
（機能要件）

・BMSメッセージ（プロセス、項目）の標準使用は必須

・画面構成は自由度を持たせる緩い条件

・ファイルアップ・ダウンロード機能を規定

・Web-EDI基準（機能要件）を満たすこと

・Web-EDI提供側が、流通BMSの他の手順もサポートすること

経済産業省
流通ｼｽﾃﾑ標準化事業より

（１） BMS普及の方向性 ⇒ 現状認識を踏まえ、普及の方向性を次のように結論づけた。

・中小流通業では、JCA手順の代替として個社別のWeb-EDIが普及しており、なお拡大傾向にある。
・個社別Web-EDIには導入の手軽さなどの利点があるが、
一方、標準化されていないことによる、卸の個別対応負荷などの問題がある。
・個社別Web-EDIの普及を放置することは標準（流通BMS）普及の阻害要因となる。

・既に広く普及しているWeb-EDIを否定するのではなく、その機能要件や適用条件を流通BMSの
枠組で標準化（流通ＢＭＳ®をWeb-EDIへ拡張）する。

・これにより現状の利点を継承しつつ全体最適化が可能となり、流通BMSの普及が見込まれる。

現状
認識

普及
の

方向性

中小企業への普及
Web型BMSの制定
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卸・メーカー 小売

卸用ASP

BMSサーバ

JXサーバ

Webﾌﾞﾗｳｻﾞ

BMSサーバ

JXｸﾗｲｱﾝﾄ

基準準拠
Web-EDIｻｰﾊﾞ

HTTP

（３） Web型BMSの範囲

Web型BMSの範囲は、下図の「流通ＢＭＳ®の範囲」に含まれるWeb-EDIサーバの利用範囲となる。

小売用ASP

BMSサーバ

JXサーバ

BMSサーバ

JXｸﾗｲｱﾝﾄ

※ BMSサーバ： ebXMLサーバまたはAS2サーバ

標
準
項
目

Webﾌﾞﾗｳｻﾞ

ASP通信

基準準拠
Web-EDIｻｰﾊﾞ

ASP通信

小売A

小売B

小売C

卸A

卸B

卸C

卸D

卸E

基準準拠
Web-EDIｻｰﾊﾞ

標
準
項
目

基準準拠
Web-EDIｻｰﾊﾞ

標
準
項
目

ASP通信

小売D小売用ASP
基準準拠

Web-EDIｻｰﾊﾞ

HTTP

BMS
XML

HTTP

流通ＢＭＳ®の範囲

（得意先毎にログイン）

（１箇所にログイン）

※小売C、DはWeb-EDIのみ
の提供のため範囲外

中小企業への普及
Web型BMSの制定

経済産業省
流通ｼｽﾃﾑ標準化事業より
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◆生鮮（青果）共同実証体制

株式会社 ベイシア

2008年度共同実証体制 ①預り在庫・生鮮

株式会社 船昌

株式会社 高瀬

近代青果 株式会社

潮来青果 株式会社

株式会社 浅間青果

株式会社 ダイサン

有限会社 三和青果

株式会社 藤生

株式会社 松戸大栄青果

共
同
実
証

◆預り在庫共同実証体制

株式会社 近商ストア

共
同
実
証

イオンリテール株式会社
伊藤忠食品 株式会社

株式会社 菱食

株式会社 山星屋

経済産業省
流通ｼｽﾃﾑ標準化事業より
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１．標準化検討で策定した物流ラベル／付帯帳票を
実運用し、発生する仕様・運用課題を解決し
標準ラベルの精度向上を 図る

２．流通ＢＭＳのメッセージで正しく物流ラベルなどに
マッピング作業が正しくできたか、発注～支払まで
の運用が正しくできたかを検証する。

１．標準化検討で策定した物流ラベル／付帯帳票を
実運用し、発生する仕様・運用課題を解決し
標準ラベルの精度向上を 図る

２．流通ＢＭＳのメッセージで正しく物流ラベルなどに
マッピング作業が正しくできたか、発注～支払まで
の運用が正しくできたかを検証する。

共同実証の目的

2008年度共同実証体制 ②物流ラベル

１．運用評価 ①規定項目のマッピングの確認、
②マテハンによる確認、
③目視による確認

２．データ評価
トランザクションデータおよびログの確認

３．運用評価の方法

１．運用評価 ①規定項目のマッピングの確認、
②マテハンによる確認、
③目視による確認

２．データ評価
トランザクションデータおよびログの確認

３．運用評価の方法

参加企業

評価概要

ユニー

伊藤忠食品伊藤忠食品
花王ｶｽﾀﾏｰ
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

種 清
昭 和昭 和

TC納品卸
物流センター委託
＆預りDC出荷卸

物流センター 物流センター

店舗 店舗

標準ラベル
標準ラベル

標準ラベル標準ラベル

個口納品書・欠品連絡書は
元々運用上使用していない
ので項目の充足のみを評価

預り在庫分においても
標準ラベルを使用した

経済産業省
流通ｼｽﾃﾑ標準化事業より
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総会

メッセージ
メンテナンス部会

商品マスタ
データ部会

物流システム
部会

技術仕様
部会

普及推進
部会

協議会検討資料より2009年度 標準化協議会体制

運営委員会

ｽｰﾊﾟｰ業界ｽｰﾊﾟｰ業界 メーカー業界メーカー業界 卸業界百貨店業界・・・
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ｽｰﾊﾟｰ業界 2009年度以降の進め方

活動の目的／目標

◆基本形の早期確立による流通ＢＭＳ®の普及促進
◆ＪＣＡ手順からの早期移行により流通ＢＭＳ®の効果を出す
◆２０１２年にはＪＣＡ手順からの完全移行を目標に活動する

進め方

～２００８年 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年 ２０１３年

流通ＢＭＳ®策定
流通ＢＭＳ®

残メッセージの確立

流通ＢＭＳ®維持・
管理体制の確立

ＪＣＡ手順から
移行完了

＜メモ＞

◆上記のロードマップは、あくまでも
スーパー業界としても活動目標で
あり時期の縛りを与えるものではない。

◆拡大情報システムWG／タスクと
協議会との関係は、
「連携」という表現ではなく
「ＷＧの代表者が各部会に参画」に
修正した。

＜拡大情報システムWG＞
＜拡大タスク＞

流通５団体 協議会

運営委員会

部会

ＷＧ／タスク

ＷＧ代表者が
部会に参画

JCA・JSA
セル協・AJS・NAS

部会部会部会

流通ＢＭＳ®の普及拡大

拡大情報システムＷＧ ロードマップ

拡大情報システムＷＧより
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2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

基本形
ﾌﾟﾛｾｽ検討
共同実証

流通ＢＭＳ®
Ver1.0ﾘﾘｰｽ

アパレル
ﾌﾟﾛｾｽ検討
共同実証

流通ＢＭＳ®
Ver1.1ﾘﾘｰｽ

物流
ﾌﾟﾛｾｽ検討
共同実証

流通ＢＭＳ®
Ver1.2ﾘﾘｰｽ

生鮮版BMS
Ver1.1ﾘﾘｰｽ

青果
ﾌﾟﾛｾｽ検討
共同実証

生鮮版BMS 
Ver1.0ﾘﾘｰｽ

精肉
ﾌﾟﾛｾｽ検討
共同実証

生鮮ﾌﾟﾛｾｽ
コード標準化

検討

基本形完成
＋

生鮮統合

流通ＢＭＳ®
Ver1.3ﾘﾘｰｽ JCA手順

からの
移行完了

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
検討

eb-XML
AS2／JX

通信技術
課題検討
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ化

中小企業
向け

インフラ検討

BMS型ＷＥＢ

サーバー型
（ eb-XML
／AS２）

クライアント型
（JX）

BMS型ＷＥＢ

経済産業省委託事業 流通ｼｽﾃﾑ標準普及推進協議会

拡大情報システムＷＧより

導入条件が揃い、
本格導入

基本形プロセス検討

基本形
プロセス検討

ﾁｪｰﾝﾄﾞﾗｯｸﾞ
ｽﾄｱ業界

ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ業界

ス
ー
パ
ー
業
界

流通ｼｽﾃﾑ標準化ロードマップ
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３．３．まとめまとめ
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流通ＢＭＳ®を活用することで

①ＥＤＩ化を推進すること
→伝票レスによる削減（伝票作成費・保管費）
→情報精度向上による省力化（物流業務・買掛業務）

①ＥＤＩ化を推進すること
→伝票レスによる削減（伝票作成費・保管費）
→情報精度向上による省力化（物流業務・買掛業務）

②ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ環境を利用（送受信高速化）すると
→受発注、物流業務の迅速化⇒物流センター効率化

（例）お菓子等の新製品の多い商材のＴＣ化
→海外ＳＣＭとの連携による物流費削減
→通信費用の削減（通信回線費、通信費）

②ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ環境を利用（送受信高速化）すると
→受発注、物流業務の迅速化⇒物流センター効率化

（例）お菓子等の新製品の多い商材のＴＣ化
→海外ＳＣＭとの連携による物流費削減
→通信費用の削減（通信回線費、通信費）

③標準を利用することで
→複数物流センターを同一のシステムで運営可能

→個別仕様対応の費用削減（初期・運用費用）
→複数企業間同士での共通SCM改革のｲﾝﾌﾗにも・・・

③標準を利用することで
→複数物流センターを同一のシステムで運営可能

→個別仕様対応の費用削減（初期・運用費用）
→複数企業間同士での共通SCM改革のｲﾝﾌﾗにも・・・
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店 舗お取引先

発注

本 部

モール

ＧＭＳ

ﾐﾆGMS,SM

ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ

EDIｾﾝﾀｰ

発注

①多業態を支えるハブ機能

XML-EDI

JCA-EDI

WEB-EDI

リ
ア
ル
タ
イ
ム商品部

ASN
発注

ASN
発注

ASN
発注

ASN ASN 出荷
確定

TCｾﾝﾀｰ

出荷
確定

ﾘｱﾙﾀｲﾑ照合

リアルタイム

DCｾﾝﾀｰ

出荷
確定

１．完全伝票レス
２．ﾏｽﾀを待たない
３．早期業務に開始
４．ｸﾘｰﾝﾃﾞｰﾀで処理
５．統一ﾌｫｰﾏｯﾄ処理
６．ソフトの共通化

業態に依存
しない発注
インフラ

ASN

振
り
分
け
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【 ユニー】【 お取引先：中国側 】

流通加工センター 弥富ＭＤＣ

南関東MDC

北関東TC

静岡TC

北陸TC

中国工場

ＴＣ

検

針

入
庫
検
品

地
区
セ
ン
タ
ー
別
バ
ン
ニ
ン
グ

店
別
ア
ソｰ

ト

Ｓ
Ｃ
Ｍ
ラ
ベ
ル
貼
付

②海外からの直接納品機能

名古屋港

中
国
港

お取引先
本社

電子ﾒｰﾙ

AS
N（

流
通
BM
S）

中国倉庫の出庫情報（電子メール等）から、ＡＳＮ情報（流通BMS）を自動生成し送信。
国内仕分業務や国内センタの横持ち物流費用が削減される ⇔ 原価低減が図れる。

海外ＳＣＭとの連携
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③菓子をＤＣからＴＣに変更

①流通ＢＭＳ®を採用し、往復3時間の受発注時間が短縮

⇒納品サイクルは見直しは不要で、当日納品が実現

②一般加工食品ｾﾝﾀｰにケース納品は、ラベルなし納品し、

店別仕分品は、標準ラベルを採用。また、物流専用帳票は、廃止。

お取引先 店舗物流センタ

菓子在庫ｾﾝﾀｰ

新商品の改廃が多く
在庫管理ｺｽﾄが高い

経由型（ＴＣ）ｾﾝﾀｰ化 ： 納期が遅れる懸念が大
経由型（ＴＣ）ｾﾝﾀｰ化 ： 原価低減を図りたい
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流通BMS®普及拡大に向けた課題

①標準化の普及推進
→流通ＢＭＳ®の教育（標準化を正しく理解すること）
→流通ＢＭＳ®の活用事例紹介（導入検討の材料）

①標準化の普及推進
→流通ＢＭＳ®の教育（標準化を正しく理解すること）
→流通ＢＭＳ®の活用事例紹介（導入検討の材料）

②標準化の遵守
→標準化を正しく理解し、活用すること
→標準化推進協議会を活かした業界活動

②標準化の遵守
→標準化を正しく理解し、活用すること
→標準化推進協議会を活かした業界活動

④早期導入に向けた活動
→トップ経営層に理解を得る活動
→業務プロセスの見直しによる効果回収を行う体制

④早期導入に向けた活動
→トップ経営層に理解を得る活動
→業務プロセスの見直しによる効果回収を行う体制

③費用の低減
→標準化を活かした安価なｿﾌﾄﾊﾟｯｹｰｼﾞの開発
→標準化を活かした安価な運用ｺｽﾄのASPの開発

③費用の低減
→標準化を活かした安価なｿﾌﾄﾊﾟｯｹｰｼﾞの開発
→標準化を活かした安価な運用ｺｽﾄのASPの開発
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2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

基本形
ﾌﾟﾛｾｽ検討
共同実証

流通ＢＭＳ®
Ver1.0ﾘﾘｰｽ

アパレル
ﾌﾟﾛｾｽ検討
共同実証

流通ＢＭＳ®
Ver1.1ﾘﾘｰｽ

物流
ﾌﾟﾛｾｽ検討
共同実証

流通ＢＭＳ®
Ver1.2ﾘﾘｰｽ

生鮮版BMS
Ver1.1ﾘﾘｰｽ

青果
ﾌﾟﾛｾｽ検討
共同実証

生鮮版BMS 
Ver1.0ﾘﾘｰｽ

精肉
ﾌﾟﾛｾｽ検討
共同実証

生鮮ﾌﾟﾛｾｽ
コード標準化

検討

基本形完成
＋

生鮮統合

流通ＢＭＳ®
Ver1.3ﾘﾘｰｽ JCA手順

からの
移行完了

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
検討

eb-XML
AS2／JX

通信技術
課題検討
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ化

中小企業
向け

インフラ検討

BMS型ＷＥＢ

サーバー型
（ eb-XML
／AS２）

クライアント型
（JX）

BMS型ＷＥＢ

経済産業省委託事業 流通ｼｽﾃﾑ標準普及推進協議会

拡大情報システムＷＧより

導入条件が揃い、
本格導入

基本形プロセス検討

基本形
プロセス検討

ﾁｪｰﾝﾄﾞﾗｯｸﾞ
ｽﾄｱ業界

ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ業界

ス
ー
パ
ー
業
界

流通ｼｽﾃﾑ標準化ロードマップ
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ご清聴ありがとうございました


